
 

 

 

 

 

 
 

錦中学校第 46 回文化祭～Bloom Our Smile～ 
 

校長 秋本 泰宏 
 

１０月３１日（土）錦中学校第４６回文化祭を開催いたしました。本年度の文化祭のテ

ーマは、『Bloom Our Smile』でした。このテーマには、文化祭を通じて、自分たちだ

けでなく、「自分たちの周りにいる保護者や先生が笑顔になって欲しい」という願いが込

められた素敵なスローガンでした。 

周囲を笑顔にするためには、文化祭を自分たちが楽しむのはもちろんのことですが、文

化祭を作りあげる過程や本番で、「相手のこともしっかり思いやる」ことが大切です。 

特に生徒会役員や文化祭実行委員は、自分の時間を削り、全員が笑顔になれるようにす

るために、ずいぶんと苦労もあったと思います。本当にお疲れ様でした。 

また、保護者の方、地域の方のご理解とご協力により、生徒にとって思い出に残る文化

祭になりました。ありがとうございました。 

３年生 劇『ラストチャンスは二度やってくる』 

  
錦中文化祭の伝統的な演劇による表現でした。テーマが中学生時代、友情などだっ

たので、演じる側も共感を覚えやすい劇でした。また感情表現などは、３年生だから

こそできる細やかさ、豊かさを見ることができました。ぜひ劇中にあるように２４歳

になったときに同窓会を開き、このときの劇を話題にしてほしいと思いました。 
 

２年生 『津和野一日研修の発表』 

   
先日実施した津和野研修の発表では、画像だけでなく、寸劇を加えるなど表現方

法が工夫されていました。文化祭を単なるお祭りで終わらせることなく学習の成果

を発表する場となっているところに、これからの錦中の文化祭の在り方に提案性が

あり、今後大いに取り上げるべき表現方法だと思いました。 
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総合文化部 

展示されたキャラクターは、錦中の過去の先輩が

考案したキャラクターを復活させたものであり、歴

史を大切にする着想の素晴らしさに感動しました。 

今後このキャラクターをどう活躍させていくか

総合文化部のプロデュースぶりを期待しています。 

  現在このキャラクターの名前を検討中です。  
 

 

生徒有志「文化祭盛り上げ隊」によるダンス 

  ただダンスを披露するだけでなく、ストーリー仕

立てとなっており、見る人を楽しませる構成になっ

ていました。 

  また、新しいスターも誕生するなど、生徒のみな

さんの新しい一面を見ることができ、大変楽しいプ

ログラムでした。 
 

吹奏楽部演奏 

吹奏楽部の合奏が放課後の校長室まで届くと、いつも

一日を平穏に終える幸福感と感謝を感じます。今日の演

奏も、そのことを思い出させてくれました。音楽の力は

偉大です。 

また、３年生は、この文化祭で引退となります。吹奏

楽部の３年生のみなさんお疲れ様でした。  
 

全校合唱『走る川』『いのちの歌』 

   
６月から作りあげてきた『走る川』は、聴き応えがあり、素晴らしい仕上がりになっ

ていました。全校で協力して、中学生の成長を表現したこの作品を見事に表現できた

と思います。また『いのちの歌』は、歌詞を丁寧に歌い、聞き手である私たちに、大切

なものを思い出させてくれる温もりのある曲に仕上がっていました。 
 

１年生 ハンドベル演奏 

   

とても清らかで美しいハンドベルの音を、１年生全員が息を合わせて演奏する

初々しさが印象的でした。この美しい音色を、今日参観できなかった地域の方へぜ

ひ披露する機会が欲しいと感じました。 


